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電源ノイズについては、
下記Webサイトをご覧ください。

筆者紹介：

James Bryantは、

1982年からアナログ・

デバイセズの欧州地区ア

プリケーション・マネー

ジャを担当しています。

リーズ大学で物理学と哲

学の学位を取得し、さら

に C.Eng.、Eur.Eng.、

MIEE、FBISの資格があ

ります。エンジニアリン

グに情熱を傾けるかたわ

ら、アマチュア無線家で

もあり、コールサイン

G4CLFを持っています。

たいへん難しいですが、可能です。
スイッチングモード電源は、本来考えられる限り最
もノイズが多い回路です。電源からの大電流が、
dI/dtが非常に高い周波数でターンオン／ターンオ
フします。このため、必然的に大きくて速い過渡電
圧や過渡電流が発生します。
システム内の影響を受けやすい回路への干渉を防
ぐ唯一の方法は、トランジェントをコンバータ内に
とどめることです。コンバータ内の大電流のスイッ
チングを止めることはできませんが、過渡電流／電
圧がそこから出ないようにすることはできますし、
そうする必要があります。まずは、コンバータのす
べての端子をACで接地してください。
コンデンサは、DCをブロックしますが、ACでは低
インピーダンスになるため、この目的には最適で
しょう。理論的には、コンバータ入力とそのグラン
ドの間に大きなコンデンサを置けば、入力がコンデ
ンサを充電し続け、過渡電流はコンデンサに流れ込
み、電源から流れ出すことはありません。同じよう
な出力コンデンサも、トランジェントを吸収し、安
定したDCを供給します。
ところが、このようなシステムを実際に構築してみ
ると、入出力回路に許容できる範囲を超えたノイズ
が現れることがよくあります。一体何が間違ってい
るのでしょうか？
コンデンサをコンバータから少し離れた所に配置
すると、その接続部からコンバータまでのインピー
ダンス（抵抗性と誘導性）がかなり大きくなり、コ
ンデンサが正常に動作できなくなります。また、誤っ
たコンデンサを選択した場合は、基本的な1/2πfC
の式から予測される値より高いインピーダンスが
生じます。さらに、グランド・パスをほかの回路と
共有していれば、このようなコモン・グランド・イ
ンピーダンスのノイズは破壊的なレベルになって
しまいます。
これらの影響に加えて、さほど重要ではなくても有
害な影響を与えるものとして、急速に変化する磁界
と静電界によって誘導される外部電流や、コンバー

タ内部からの電磁放射があります。結局、コンバー
タのノイズを防止するには、単にその入力と出力に
いくつかランダムにコンデンサを置くことだけで
はすまないことは明らかです。
DC/DCコンバータを黙らせるには、ノイズの逃げ
道となる可能性のあるパスをすべてつぶさに探し
出し、それらを完全に封鎖することです。その方法
については、リンク先の記事をご覧ください。
もちろん、まずは外部ノイズを最小限に抑えるコン
バータそのものを選ぶか設計しなければなりませ
ん。これは別の問題になるため、またいつかRAQで
取り上げることになるかもしれません。

A.

スイッチングモード電源のノイズで
回路性能が台無しにされるのを
防ぐにはどうしたらいいでしょうか？

Q.

そのノイズを捕まえろ̶逃がすな
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